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防火、防災へ心新たに

　平成25年北上市消防出初式は６日、さくらホール
で行われました。消防団、婦人消防協力隊など約900
人が出席。出席者全員で消防殉職者へ黙とうをささげ

た後、消防活動に尽力した団体、個人に表彰状、感謝

状を贈り、その功績をたたえました。

　式典後、消防団、婦人消防協力隊の観閲と同ホール

から新穀町、市本庁舎まで分列行進が行われ、団員た

ちは防火、防災へ心新たにするとともに市民へ火災予

防を呼び掛けました。

北上市消防出初式

二子町振興協議会創立50周年記念式典
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半世紀を振り返り節目祝う
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地域の文化遺産の伝承を

　鬼柳鬼剣舞発創70周年記念式典は12月23日、さく
らホールで行われました。

　式典では、同鬼剣舞の菅原晃庭元が｢先人から受け

継いだものを後世に伝えていきたい｣とあいさつ。鬼

柳鬼剣舞による｢一人加護｣が披露されたほか、宗家・

岩崎鬼剣舞および系列の鬼剣舞団体などによる鬼剣舞

全14演目が公開されました。式典終了後は、鬼柳地
区芸能フェスティバルが併せて開催され、客席からは

たくさんの拍手が送られていました。
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１年間の豊作を祈願

　みちのく民俗村主催の年中行事再現｢ミズキダンゴ

づくり｣は12日、同民俗村体験厨房で行われました。
　同行事は｢餅花｣と呼ばれる小正月の行事で、小さく

切った餅や団子をミズキの枝にさし、農作物の豊かな

実りを模し、今年１年間の豊作を祈願。枝は家屋の柱

などに結びつけ20日ころまで正月飾りにします。
　娘の心

こころ

路ちゃんと息子の慶
けい

くんと一緒に参加した豊

巻智
とも こ

子さん(柳原町)は｢子どもに貴重な体験をさせて

あげることができてよかった｣と話していました。

鬼柳鬼剣舞発創70周年記念式典

年中行事再現｢ミズキダンゴづくり｣

　二子町振興協議会創立50周年記念式典は12日、二
子地区交流センターで行われました。

　昭和37年発足からの歴代会長６人への感謝状贈呈
後、７代目の及川文幸会長が｢次世代へ郷土の宝を引

き継ぐことが自分たちの責務。今後も皆さんの協力を

お願いしたい｣とあいさつ。市勢功労者である梅木竹

志氏による記念講演｢二子町の半世紀を振り返って｣も

行われ、参加者たちは二子町の歴史に耳を傾け、今後

の二子町へ期待を寄せていました。
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自分の思いを筆に

　ＮＰＯ法人フォルダ主催の｢新春書きぞめ大会｣は

14日、サンレック北上で行われました。
　親子連れなど約50人が参加。講師の池田竹水先生
の指導を受けながら用意された半切と四つ切の紙に、

各自思い思いの文字を書きました。また、池田竹水先

生による大型書道デモンストレーションも行われたほ

か、温かい牛スジの煮込みも振舞われました。昔懐か

しい遊びのコーナーでは羽根つきやコマ回しを体験し、

参加者たちは新年の日本の伝統文化に触れていました。

新春書きぞめ大会
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百歳これからもお元気で

　本通りにお住まいの中村ヨネさんが百歳を迎え４日、

自宅に髙橋市長が訪問し祝い状と記念品を贈りました。

　ヨネさんは大正２年１月２日生まれ。20歳で故勝
治さんと結婚し、子４人をもうけ、孫８人、ひ孫８人

に恵まれています。民謡や歌謡曲などを聞くのが好き

で、テレビの歌番組を見るのが楽しみ。掃除や洗濯な

ど無理のない程度で自分のできることをすることが健

康の秘訣と言い、｢皆さんのおかげで病気や通院もし

なかった｣と感謝していました。

　さくら通りにお住まいの菊池正さんが百歳を迎え４

日、自宅に髙橋市長が訪問し祝い状と記念品を贈りま

した。

　正さんは大正２年１月２日、大東町生まれ。28歳
で故安子さんと結婚し、子３人をもうけ、孫５人に恵

まれています。キクやサツキを作るのが得意で、畑仕

事も90歳ころまでしていたそうです。新聞を読んだ
り、テレビで相撲を見るのが楽しみとのことで、｢日

本人の横綱を見たい｣と笑顔で話していました。

中村ヨネさん
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新春を祝い力強く舞う

　新春大乗神楽公演～鬼の芸能鑑賞会～は13日、鬼
の館で行われ、伝統の舞を見ようと地元住民など約

50人が詰め掛けました。
　同館では、今まで冬の芸能公演は開催しておらず、

今年初めて新春公演として開催。松田館長は｢神楽を

見て１年がいい年であるよう祈念します｣とあいさつ。

二子町の宿大乗神楽保存会が｢棟上｣｢魔王｣｢三番叟～

真似三番叟｣｢権現舞｣を披露し、観客たちは、神楽の

魅力を十分に堪能していました。

鬼の館｢新春大乗神楽公演｣


